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据ほ紙

司 変更の範容及びその理由

廃棄物の搬入経路の うち施設の北側か らは市原市道 85号線及びパイパス道路であ

る君津市道 を利用す る計画 となっている。 しか しなが ら、年々被害の拡大が頭著 とな

つている自然災害等 により、君津市道の通行に制限が生 じる懸念があることから、バ

イパス道路である君津市道を走行す るルー トに加 えて心当該道路に並行 している市原

市道 85号線 について も廃棄物の搬入ルー トとして設定す る。

また、施設 の南側か らの搬入ルー ト (林道大福山線、林道戸面蔵玉線及び林道坂畑

線)に おいても同様 に 自然災害により、通行の制限等が生 じる懸念があることか ら、

市原市道 85号線 を利用する搬入車両台数 を最大 50台 /日 か ら最大 100台 /日 に変更す

る。

さらに、近年 、運搬車両の大型化が進んでお り、車両総重量が 25tま たはそれを超

える車両が増 えていることか ら、市原市道 85号線 を走行す る車両の車両総重量を 20t

か ら 30tに変更す る。

(1)事業計画秘モ要

ア.廃棄物搬入車両台数及ひ・ルー ト

市原市道 85号線を走行する廃乗物運搬車両の搬入計画の変更に伴い、一日当た

りの最大走行台数 と走行ルー トを変更します。

評価 書ペー ジ 名 称 変更届出書ペー ジ

2-18 廃棄物搬入車両台数及び走行ルー ト 9

2-19 図 2-3-4.4 廃棄物搬入車両走行ルー ト図 11
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(塑 )大 気質

ア.施五鶏

(7)予測条件

資材等運搬 車両の走行に伴 う大気質の予測においては、現在走行 している廃乗物

写 納 昔 請 /密 π 胡 童 警 ヽ と、基 を 拒 >1-「 早 据H卦 管 ι
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線を走行す る廃棄物揮 lttx“ 車両台数の変更に伴い、大気質予測に用い る交通量を変更

します。

g)予測結果

.年平均値

上記 と同様 の注甲由により、市原市道 85号線 を走4丁 ″る廃案物運 l月鸞車両台数の

変更に伴い、資材等運搬車両の走行に伴 う二酸化窒素及び浮遊粒子状物質の予測

結果を変更 します。

b.日 平均値の 98%値 (ま たは 2%除外値 )

_____卸 上朧 り理由により、市原市道 85号線を走行する廃棄物運搬車両台数の

変更に伴い、資材等運搬車両の走行に伴 う二酸化窒素及び浮遊粒子状物質の予測

結果を変更 します。

(ウ )評価の結果

上記 と同様の理由により、市原市道 85号線を走行する廃棄物運搬車両台数の変

更に伴い、資材等運搬車両の走行に伴 う二酸化窒素及び浮遊粒子状物質の評価結果

評価書ページ 名 称 変更届 出書ペー ジ

8-1-34,35 資材等運搬車両の走行に伴 う二酸化窒素の評価結果 19

8-1-35 資材等運搬車両の走行に伴 う浮遊粒子状物質の評価結果 21

a
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評価書ペー ジ 名 称 変更届出書ページ

8-1-24 予測 に用いる交通量 (24時間交通量 )
13

資 2-2 施 工時における資材等運搬車両等の交通量 75

評価書ペー ジ 名 称 変更届出書ペー ジ

8-1-25 資材等運搬車両の走行に伴 う二酸化窒素予測結果 (年平均値 ) 15

8-1-25
資材等運搬車両の走行に伴 う浮遊粒子状物質予測結果

(年平均値 )

15

評価書ペー ジ 名 称 変更届出書ペー ジ

8-1-26 資材等運搬車両の走行に伴 う二酸化窒素予測結果 (98%値 ) 17

8-1-26
資材等運搬車両の走行に伴 う浮遊粒子状物質予測結果

(2%除 外値 )

17

を変更 します。



イ 模用時

(ア )予 測地点

搬入ルー トの追加 に伴い、予測地点を追加 します。

評価書ペー ジ 名 称 変更届出書ペー ジ

8-1-38 予測地点 23

(イ )予 測条件

市原市道 85号線 を走行す る廃棄物運搬車両台数及び走行ルー トの変更に伴い、

予測に用いる交通量を変更 します。

(ウ )予 測結果

a。 年平均値

市原市道 85号線を走行する廃棄物運搬車両台数及び走行ルー トの変更に伴い、

廃棄物搬入車両の走行に伴 う二酸化窒素及び浮遊粒子状物質の予測結果を変更し

ます。

b.日 平均値の 98%値 (ま たは 2%除外値 )

市原市道 85号線を走行する廃棄物運搬車両台数及び走行ルー トの変更に伴い、

廃棄物搬入車両の走行に伴 う二酸化窒素及び浮遊粒子状物質の予測結果を変更 し

ます。

評価書ペー ジ 名 称 変更届出書ペー ジ

8-1-39 予測 に用い る交通量 (24時 間交通量 ) 25

資 2-5 供用時にお ける廃棄物搬入車両の交通量 77,79

評価書ペー ジ 名 称 変更届出書ペー ジ

8-1-39 廃棄物搬入 車両の走行 に伴 う二酸化窒素予測結果 (年 平均値 ) 27

8-1-40
廃棄物搬入車両の走行に伴 う浮遊粒子状物質予測結果

(年平均値 )

27

評価 書ペー ジ 名 称 変更届出書ペー ジ

8-1-40 廃棄物搬入車両の走行に伴 う二酸化窒素予測結果 (98%値 ) 29

8-1-40
廃棄物搬入車両の走行に伴 う浮遊粒子状物質予測結果

(2%除外値 )

29
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評価書ペー ジ 名 称 変更届出書ページ

8-1-47,48 廃乗物搬入軍向の走行 に伴 つ二酸4L圭系の計 1山 結果

8-1-48 廃案物搬入車両の走行 に伴 う浮遊粒子状物質の評価結果 33

(五〕評 1面 の結果

市原市道 85号線を走行する廃棄物運搬車両台数び走行ルー トの変更及に伴い、

廃棄物搬入車両の走行に伴 う二酸化窒素及び浮遊粒子状物質の評価結果を変更 しま

す 。

(3)騒音

ア.施五時

(ア )予 測条件

資材等運搬車両の走行に伴 う道路交通騒音 レベルの予測においては、現在走行し

ている廃雫物揮搬車両 (第 Ⅱ期事業)も 発生源として予測計算に含めているため、

市原市道 85号線を走行する廃棄物運搬車両台数の変更に伴い、予測に用いる交通

量を変更 します。

施 工時における資材等運搬 車両の交通量

(イ )予 測結果

上記 と同様 の理由により、市原市道 85号線を走行す る廃棄物運搬車両台数の変

更に伴 い、資材等運搬車両の走行に伴 う道路交通騒音 レベルの予測結果を変更 しま

す 。

評価書ペー ジ 名 称 変更届出書ペー ジ

8-5-24 資材等運搬車両の走行に伴 う騒音 レベルの予測結果 87

(ウ )評価の結果

上記 と同様の理由により、市原市道 85号線を走行する廃棄物運搬車両台数の変

更に伴い、資材等運搬車両の走行に伴 う道路交通騒音 レベルの評価結果を変更しま

す 。

評価書ページ 名 称 変更届出書ページ

8-5-28-30 資材等運搬車両の走行に伴 う騒音 レベルの評価の結果 39,41
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評価書ペー ジ 名 称 変更届出書ペー ジ

8-5-21 予測に用いる交通量 (16時間交通量 )
35

81,83
資 518,19



イ、峡用轄

(ア )予 測iユ色点

搬入ル ー トの追加 に伴 い、予測地点 を追加 します。

評価書ペー ジ 名 称 変 更届出書ページ

8-5-38 予測地点 43

(イ )予測条件

市原市道 85号線 を走行する廃棄物運搬車両台数及び走行ルー トの変更に伴い、

予測に用い る交通量を'変 更 します。

(ウ )予 測結果

市原市道 85号線 を走行す る廃棄物運 !般車両台数及び走行ルー トの変更に伴い、

廃棄物搬入車両の走行に伴 う道路交通騒音 レベルの予測結果を変更 します。

評価書ペー ジ 名 称 変更届出書ペー ジ

8-5-39 廃棄物搬入車両の走行に伴 う騒音 レベルの予測結果 47

(工 )評価の手法

整合を図るべき基準の一覧表に市原市道 85号線の予測地点を追加 します。

(オ )評価の結果

市原市道 85号線を走行する廃棄物運搬車両台数及び走行ルー トの変更に伴い、

廃棄物搬入車両の走行に伴 う道路交通騒音 レベルの評価結果を変更 します。

評価書ページ 名 称 変更届出書ページ

8-5-41-43 廃棄物搬入車両の走行に伴 う騒音 レベルの評価の結果 51,53

評価書ペー ジ 名 称 変更届出書ペー ジ

8-5-39 予測に用い る交通量 (16時 間交通量 ) 45

資 5-20 供用時における廃棄物搬入車両等 の交通量 85

評価書ペー ジ 名 称 変更届出書ペー ジ

8-5-41

廃棄物搬入車両の走行に伴 う騒音に係 る整合を図るべき基準

廃棄物搬入車両の走行に伴 うピーク騒音に係 る整合を図るべ

き基攀

49
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(4)振動

ア 施重躊

(ア )予測条件

資材等運搬車両の走行に伴 う道路交通振動 レベルの予測においては、現在走行 し

ている廃棄物運搬車両 (第 砥朗事業)も 発生瀕 として予測計算に含めているため、

市原市道 85号線を走行する廃棄物運搬車両台数の変更に伴い、予測に用いる交通

量を変更 します。

施工時における資材等運搬車両等の交通量

(イ )形測結果

上記 と同様の理由により、市原市道 85号線 を走行す る廃棄物運搬車両台数の変

更に伴い、資材等運搬車両の走行に伴 う道路交通振動 レベルの予測結果を変更 しま

す 。

評価書ページ 名 称 変更届出書ページ

8-6-11 資材等運搬 車両の走行 に伴 う道路交通振動 レベルの予測結果 57

(ウ )評価の結果

上記 と同様の理由により、市原市道 85号線を走行する廃乗物連搬車両台数の変

更に伴いぅ資材等運搬車両の走行に伴 う道路交通振動 レベルの評価結果を変更しま

す 。

評価書ページ 名 称 変更届出書ページ

8-6-9 予測に用い る交通量 (12時 間交通量 )
55

87,89
資 6-13,14

評価書ページ 名 称 変更届出書ページ

8-6-13,14 資材等運搬車両の走行に伴 う道路交通振動 レベルの評価結果 59,61
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イ 快馬時

(ア )静 劇地 点

搬入ル ー トの追加 に伴 い、予測地 点 を追加 します。

評価書ペー ジ 名 称 変更届出書ペー ジ

8-6-16 予測地点 63

(イ )予測条件

市原市道 85号線 を走行す る廃棄物運搬車両台数及び走行ルー トの変更に伴 い、

予測に用いる交通量 を変更 します。

(ウ )予測結果

市原市道 85号線 を走行す る廃乗物運搬車両台数及び走行ルー トの変更に伴 い、

廃棄物搬入車両の走行に伴 う道路交通振動 レベルの予測結果 を変更 します。

評価書ペー ジ 名 称 変更届出書ペー ジ

8-6-18 廃棄物搬入車両の走行 に伴 う道路交通振動 レベルの予測結果 67

(工 )評価の手法

整合を図るべき基準の一覧表に市原市道 85号線の予測地点を追加 します。

(オ )評価の結果

市原市道 85号線を走行する廃棄物運搬車両台数及び走行ルー トの変更に伴い、

廃棄物搬入車両の走行に伴 う道路交通振動 レベルの評価結果を変更します。

評価書ページ 名 称 変更届出書ペ ー ジ

8-6-19,20 廃棄物搬入車両の走行に伴 う道路交通振動 レベルの評価結果 71,73

評価書ペー ジ 名 称 変更届出書ペー ジ

8-6-17 予測 に用い る交通量 (12時間交通量 ) 65

資 615 供用時にお ける廃棄物搬入車両等の交通量 91

評価 書ペー ジ 名 称 変更届出書ペー ジ

8-6-19

廃棄物搬入車両の走行に伴 う振動に係 る整合を図るべき基準

廃棄物搬入車両の走行に伴 うピーク振動に係 る整合を図るべ

き基準

69
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2 評 l函書記載肉容の変更 (変更前 舅変更後 )

亜更後

工.廃棄物摘費入車両台数及ぴ走行ルー ト

廃乗物搬入車両の走行ルー トは、図 2-3-4.4に示すとお りであり、1、
ルー トを

予定している。

各ルー トのl般 入台数については、国道 465号 より林道戸面蔵玉線を経て林道大福

山線を使用するルー トは、1国 の搬入台数を 50台 (往復 100台 、総重量 20t/台 )

以下とし、主要地方道大多喜君津線一市原市道 85号線 。君津市道 。林道大福曲線を

使用するルー ト及び二雲堕 逮▲多重 /君 長盗三市原道道 毒ユ、量盗 上ヽ、益道_人握幽盗速

星立n強 ゃは、1日 の搬入台数を 敗 _台 (往復 1鯉、台、総重量 般 t/台 )以下とす

る。また、林道坂畑線は両ルー トの選出路として 1日 最大 bO台 走行する。

運行時間は、午前 8時 30分から午後 5時 30分 までとする。

林道や市道は幅員が狭く、大型車両のすれ違いができない場所がある工汁から、

林道入口、中間点、処分場入口に誘導員を配置 し、適切な交通処理を行 う。

また、定期的に道路点検を実施 し、維持管理に努める。必要に応 し使用道路の管

理者と協議 し、適宣補集を行 う。

9
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変更後

表 8-1.18 予測に用いる交通量 (24時 間交通量 )

注 1)一般交通量は、廃棄物搬入車両を除外した台数を示す。

2)資材等運搬車両の欄の小型車は工事関係者の通勤車両台数を示す。

(単位 Z4時 間 )

合  計資本オ等逗搬 市両 廃素物搬入車両車種 一般交通量予測地点
7330小型 43

10050大型 0 50

50 17343 80

林道戸面

蔵五線
合 計

1

47小 型 32 15

204150 50大 型 4

25150合 計 36 165

2
君津市道

(福 野 )

126111 15/」 型ヽ
258150 100大 型 8

100 384119 165

市原市道 85号

線 (石塚 )

合 計

3

323小 型 293 30

100 430300大型 30
/t)とう330 100合 計 323

4
市原市道 85号

線 (菅野 )

150120 30′lヽ 型

6825 25大型 18

21825138 55

林道坂畑繰

(保育園付近 )

合 計

5

1,63830小 型 1,608
19850 50大 型 98

1,83680 50合 計 1,706

6
国道 465号

(稲 ヶ崎 )

13



予測地点 予測位置
寄与濃 度

(ppm)

ハ・ックク
・ラウント

・

濃度 (ppm)
予測濃度 備 考

1 林道戸面蔵 玉線
西 側 0 000695

0 005

0 005695 周辺 民家 :0 005184ppm

東 側 0.000695 0,005695

2
君津市道

(福 野 )

西 側 0,000505 0 005505

東 側 0 000535 0 005535

3
市原市道 35号線

(石塚 )

西 側 0 000644 0 005644

東 側 0 000660 0 005660

4
市原市道 85号線

(菅野 )

西 側 0 001253 0 006253

東 側 0 001215 0 006245

b
林道坂畑線

(保育園付近 )

西 側 0.000101 0 005101 保育園 :0.005015ppm

東 側 0 000114 0 005114

6
国道 465号

(稲 ヶ崎 )

耳ヒイ則 0 000260 0 005260

南 側 0.000251 0.005251

愛憂後

表 8-1,20(1)資材等運搬車両の走行 に伴 う二酸化窒素子沢1結果 (年 平均値 )

表 8-1.20(2)資材等運搬車両の走行 に伴 う浮遊粒子状物質予測結果 (年 平均値 )

予測地点 予測位置
寄与裟度

(mg/だ )

ハ'ッ クク'ラウント
゛

濃度 (ng/ゴ )

予測農度 備 考

1 林道戸面蔵玉線
西 側 0 000020

0.015

0_015020 周辺民家:0 015005mg/ポ

東 側 0.000020 0 015020

2
君津市道

(福野 )

西 側 0 000017 0,015017

東 側 0 000018 0 015018

3
市原市道 85号線

(石塚 )

西 側 0 000021 0 015021

東 側 0 000022 0 015022

4
市原市道 85号線

(菅野 )

西 側 0 000041 0 015041

東 側 0 000039 0 015039

5
林道坂畑線

(保育園付近 )

西 側 0.000004 0.015004 保 育園 :0.015001mg/♂

東側 0 000004 0 015004

6
国道 465号
(稲 ヶ崎 )

北 側 0.000007 0 015007

南側 0.000006 0.015006
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予測位置
予測濃度

(il r〕 m)

日平均値 の年間

98%値 (ppm)
備 考

1 林道戸面蔵玉線
西 側 0.005695 0,01836 周辺民家 :0.01770ppm

東 側 0 005695 0,01836

2
君津市道

(福 野 )

西 側 0 005505 0.01812

東イ貝ll 0 005535 0,01316

3
市原市道 85号線

(石 塚 )

西 側 0 005644 0 01830

東 側 0 005660 0 01832

4
市原市道 85号線

(菅 野 )

西 側

東側

0 006253 0 01903

保育園:0.01748ppm
0_006245 o 01907

0_01760
5

林道坂畑線

(保 育園付近 )

西 側 0 005101

東 側 0.005114 0.01761

6
国道 465号

(稲 ヶ崎 )

】ヒイ則 0 005260 0.01780

南 側 0 005251 0 01779

交更後

表 8-1,21(1)資材等運搬車両の走行に伴 う二酸化窒素予測結果 (98%値 )

予測地点

表 8-1.21(2) 資材等運搬車両の走行に伴 う浮遊粒 子状物質予測結果 (2%除外値 )

予測地点 予測位置
予測猥度

(ng/だ )

日平均値の 2%
除外値 (m冨/ボ )

備 考

1 林道戸面蔵玉線
西 側 0 015020 0.04633 周辺民家

―
0,04632ng/rf

東側 0.015020 0.04633

2
君津市道

(福 野 )

西 側 0.015017

0 015018

0.04633

東 側 0 04633

3
市原市道 85号線

(石塚 )

西 側 0 015021 0 04633

東イ貝l
0 015022 0 04634

4
市原市道 85号線

(菅野 )

西 側 0 015041 0 04636

東 側 0,015039 0 04635

5
林道坂畑線

(保育園付近 )

西 側 0 015004 0.04631 保育園 :0.04631mg/ポ

東 側 0.015004 0 04631

6
国道 465号

(稲 ヶ崎 )

】ヒイ則 0 015007 0.04632

南イ員ll 0 015006 0.04632
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菱電繊

イ,評 l函 の結果

(ア )環境の保全が適甥に國 られてしヽるかどうかの検討籍桑

工事の実施に当たつては、

ユ粉 じん飛散防止のため、散水車を用意 し、適宣散水 を実施する

。日曜、祝 日は、原則 として工事を行わない

。工事関係車両が場外に出る際は、タイヤ等についている土をよく落 としてか ら

出る

コ林道大福 山線の未舗装区間は適宣散水を行い、粉 じんの飛散を抑制す る

。資材等運搬車両の走行 に当たつては市原市道 85号線及び君津市道沿道の集落内

を走行す る際には特に低速度走行を行い、空ぶか し等をしないよう運転者 に対

し指導を徹底す る

。日曜、祝 日は、原則 として資材の搬入を行わない

な どの措置 を講ず ることか ら、対象事業に係 る環境影響が低減 されていると評価

す る。

(イ )整合 を図るべき基準 と予測結果との比較の結果

a.資 材等運搬車両の走行に伴 う窒素酸化物及び浮遊粒子状物質の影響

工事 中における資材等運搬車両の走行 に伴 う二酸化窒素及び浮遊粒 子状物質

の予測結果は表 8-1.27(1),(2)に 示す とお り、各予狽1地 点において整合 を図 るべ

き基準を満足 している。

表 8-1.27(1)資材等運搬車両の走行に伴 う二酸化窒素の評価結果

予測地点 予測位置
日平均値の年間98%値

(ppm)
整合 を図るべき基準

1 林道戸面蔵玉線
西 側 0.01886

日平均値の年間 98%値 が

0.04ppm以 下であること

東側 0.01836

2
君津市道

(福 野)

西 側 0,01812

東 側 0.01816

3
市原市道 85号線

(石 塚)

西 側 0 01830

東側 0 01832

4
市原市道 85号線

(菅 野 )

西 側 0,01908

東 側 0.01907

5
林道坂畑繰

(保 育園付近 )

西 側 0.01760

東 側 0.01761

6
国道 465号

(稲 ヶ崎 )

北 側 0.01780

南側 0.01779
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菫夏後

表 8-1.27(2) 資材等運搬車両のた行に伴 う浮遊粒子状物質の評価結果

予測地点 予測位 置
日平均値の 2%除外値

(mg/♂ )

整合を図 るべ き基準

1 林道戸面蔵玉線
西 側 0 04633

0.04633

1時 間値 の 1日 平 均 値 が

0 10 mg/∬ 以 下 で あ る こ

と

東 側

2
君津市道

(福 野 )

西 側 0.04633

東 側 0.04633

3
市原市道 85号線

(石 塚 )

市原市道 85号線

(管 野 )

西
‐
側 0 04633

東 側 0 04631

4
西 側 0 04636

東 側 0 04635

5
林道坂畑線

(保 育園付近 )

西 側 0.04631

束イ貴l U.U4も 81

6
国道 465号

(稲 ク崎 )

北側 0.04632

南側 0.04632
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菱霙後

ウ 予測逸黒
「と  施 II時 J と1司 様

~千
ちる
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菱更後

表 8-1,30 予測 に用いる交通量 (24時 間交通量 )

(単 /24時 間 )

廃棄物搬入車両 合  計車 種 一般 交通量予測地点

小 型 43 43

100大 型

143

100

100合 計

01
林道戸面

廠玉線

3232小 型

5450大 型 4

8636 50

君津市道

(福 野 )

合 計

2

111小 型 111

108大 型 8 i00

219100合 計 119

３
一

ω 戴 速 亜 二
線 (石 塚,

298293′lヽ 型

130大型 100

100 423合 計

30

323

市原市道 85号

線 (菅野 )

4

120小 型 120

68大 型 18 50

13850合 計 138

5

林道坂畑線

(保育園付

近 )

1,6081,608小 型

248150大 型 98

150 1,856合 計 1,706

国道 465号

(稲 ヶ崎 )

6
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交憂磯

表 8-1.31(1)廃 棄物搬入車両の走行に伴 う二酸化窒素子涙J結 果 (年 平均値 )

表 8-1.31(2)廃 棄物搬入車両の走行 に伴 う浮遊粒子状物質予測結果 (年平均値 )

予測地点 予測位置
寄与濃度

(ppm)

ドックク
・ラウント

・

濃度 (ppm)
予測濃度 備 考

1 林道戸面廠玉線
西 側 0,000673

0 005

0 005673 周辺民家 :0 003178ppm

東 側 0 000673 0 005673

2
君津市道

(福 野 )

西 側 0 000127 0.005127

東 側 0 000135 0 005135

3
市原 市道 85号 線

(石 塚 )

西 側 0 000284 0 005284

東 側 0 000290 0 005290

4
市原 市道 85号線

(菅 野 )

西 側 0 000408 0 005408

東 側 0 000390 0 005390

5
林道坂畑線

(保 育園付近 )

西倒l 0,000097 0 005097 保育園:0 005015ppm

東 側 0 000109 0 005109

6
国道 465号

(稲 ヶ崎 )

北 側 0 000286 0 005286

南 側 0 000276 0 005276

予測 地点 予測位置
寄与凝度

(ng/歪 )

バックク
｀
ラウント

・

農度 (mg/ゴ )

予測濃度 備 考

1 林道戸面蔵玉線
西 側 0 000019

0.015

0 015019 周辺民家 :0 015005mg/∬

東 側 0 000019 0.015019

2
君岸市道

(福 野 )

西 側 0.000005 0 015005

東 側 0 000005 0 015005

3
市原 市道 85号 線

(石 塚 )

西 側 0 000009 0 015009

東 側 0 000009 0 015009

4
市原市道 85号線

(菅 野 )

西 側 0 000014 0 015014

東 側 0 000014 0 015014

5
林道坂畑線

(保育園付近 )

西側 0.000004 0.015004 保 育 園 :0.015001mg/ポ

東 側 0.000004 0.015004

6
国道 465号

(稲 ヶ崎 )

北 側 0,000008 0 015008

南側 0.000007 0,015007
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棄更繊

表 8-1,32(1) 廃棄物搬入車両の走行に伴 う二酸化窒素予測結果 (98%値 )

表 8-1.32(2)廃棄物搬入車両の走行に伴 う浮遊粒子状物質予測結果 (20/。 除外値 )

予測地点 予測位 置
予測濃度

(ppm)

日平均値 の年間

98%値 (ppm)
備  考

1 林道戸面蔵王線
西側

東側

0 005673 0 01834

0 01834

周辺民家 :0 01770ppm

0 005673

2
君津市道

(福 野 )

西 側 0 005127 0.01763

東 側 0 005135 0 01764

3
(石 塚 )

丙 側 0_005284 0 01783

東 側 0 005290 0 01784

4
市原市道 85号 線

(菅野)

内側 O υOb4UU U t,1799

東 側 0 005390 0 01797

5
林道坂畑線

(保 育園付近)

西 側 0.005097 0.01759 保 0 01748ppm

東 側 0 005100 0.01761

6
国道 465号

(稲 ヶ崎 )

北 側 0 005286 0 01783

南 側 0 005276 0,01782

予測地点 予測位置
予測濃度

(ng/だ )

日平均値 の 2°/O除

外値 (mg/♂ )

備  考

林道戸面蔵玉線
西 側

東 側

0 015019

0 015019

0.04638 周辺民家 :0.04632mg/爾

0.04638

2
君津市道

(福 野 )

西 側 0 015005 0.04632

東 側 0.015005 0.04632

３
一 (石 塚 )

西 側 0 015009 0 04632

東 側 0 015009 0 04632

4
市原市道 85号線

(菅 野)

西 側 0 015014 0 04633

東 側 0 015014 0 04633

5
林道坂畑線

(保育園付近 )

西 側 0 015004 0,04631 保育園 :0.04631mg/だ

東 側 0.015004 0.04631

6
国道 465号

(稲 ヶ崎 )

耳ヒイ則

南側

0.015008 0.04632

0.015007 0.04632
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井

≦憂繊

イ 評極②籍異

(ア )環境の保全が適甥薩瓢 られてしヽるかどうかの検討籍異

事業の実施に当たっては、

・埋め立てる際に粉 じんが発生 しやすい廃棄物は散水 しなが ら行 う

。天気予報で強風注意報 。警報が発令 された 日や 作業当日に粉 じんの飛散 を目視

確認 した場合は散水 を行 う

。必要に応 じ即 日覆土を行 う

。日曜、祝 日は、原則 として埋立作業を行わない

。停車、待機時におけるアイ ドリングス トップを徹底する

。林道大福 山線の未舗装区間は適宜散水 を行 い、粉 じんの飛散を抑制す る

。廃棄物搬入車両の出入 回は清掃を行い、粉 じんが飛散するような場合には散水

を行 う

。洗車場で廃棄物搬入車両のタイヤを洗浄す る、また、荷台等は必要に応 じ埋立

地内で洗浄 を行 う

。廃棄物搬入車両は、シー ト掛けの実施や密 閉型車両使用の推進 を図 る

。日曜、祝 日は、廃棄物の搬入を行わない

な どの措置 を講ず ることか ら、対象事業 に係 る環境影響が低減 され ていると評価

す る。

(イ )整合を図るべき基準 と予測結果との比較の結果

a.廃棄物搬入車両の走行に伴 う窒素酸化物及び浮遊粒子状物資の影響

供用時 にお ける廃棄物搬入車両の走行 に伴 う二酸化窒素及び浮遊粒子状物質

の予測結果 は表 8-1.37(1),(2)に 示す とお り、各予測地点において整合を図るべ

き基準を満足 している。

表 8-1.37(1)廃 棄物搬入車両の走行に伴 う二酸化窒素の評価結果

予測地 点 予測位置
日平均値 の年 間 98%値

(ppm)
整合 を図 るべ き基準

1 林道戸面蔵玉線
西 側 0_01834

日平均値の年間 98°/O値 が

0,04ppm以 下であること

東側 0 01834

2
君津市道

(福野 )

西側 0.01763

東側 0.01764

3
市原市道 85号線

(石 塚 )

西 側 0 01783

東 側 0 01784

4
市原市道 85号線

(菅野 )

西 側 0,01799

東 側 0 01797

5
林道坂畑繰

(保育園付近 )

西 側 0 01759

東 側 0.01761

6
国道 465号
(稲 ヶ崎 )

司ヒイ民l 0.01788

南 側 0.01782
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慶糞錮

表 8-1.37(2) 廃棄物搬入車両の走行 に伴 う浮遊粒子状物質の評価結果

予測地点 予測位 置
日平均値の 2%除外値

(mg/ポ )

整合 を図 るべ き基準

1 林道戸面蔵 玉線
西 側 0 04633

1時 間値 の 1日 平均 値 が

0 10mg/♂ 以下であ るこ と

東イ民l 0.04633

2
君津市道

(福 野 )

西イ員l 0.04632

東 側 0,04632

3
工昼二́重_ф 号盗
(石 塚 )

西倒

束側

0,04632

0 04632

4
市原市道 85号線

(菅野)

西側 0 04883

東 側 0 04633

5
林道坂畑線

(イ,7く 育園付近 )

西 側 0 04631

東 側 0.0463]

6
国道 465号

(稲 ヶ崎 )

北側 0.04632

南側 0,04632
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菫霊後

表 8-5.12 予測に用いる交通量 (16時間交通量 )

台/16時間 )

予預」地点 廃棄物搬入車両 合  計車 種 一般交通量 資材等運搬車 両

小 型 30 72

100大 型

42

01
林道戸面

蔵玉線
合 計 42

50

80 50 172

46小 型 31 15

大 型 4 150 50 2042
君津市道

(福 野 )

50 250合 計 35 165

123小 型 108 15

大 型 8 150 100 2583

381

市原 市道 85号

線 (石 塚 )

合 計 116 165 100

小 型 286 316

100 130大 型 30

30

3004
市原 市道 85号

線 (菅 野 )

合 計 316 330 100 746

147小 型 117 30

大 型 18 25 25 685

林道坂畑線

(保育園付

近 ) 合 計 135 55 25 215

小 型 1 541 30 1,571

50大 型 94 50 194

1,765

6
国道 465号

(稲 ヶ崎 )

合 計 1,635 80 50
１

２

３

通量は 搬 入 両 を した台 を示す。

)資材等運搬車両の欄の小型車は工事関係者の通動車両台数を示す。

)交通量は、騒音に係 る環境基準の昼間時間帯に合わせ、6時～22時 (16時 間)の 交通量を示す。

Ⅲ
.
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交更後

表 8-5,14 資本オ等運搬市両の走行F伴 う騒音レベルの予測結果

予測 地点

)時間帯は、昼 6 ～22時 )。

備  考予測位置
予測 騒 音 レベル (LAcl)

(dB)

周辺民家では 45dB西 側 59

東 側 59
林道戸面蔵 玉繰1

西 側 63

東 倒 62
2 君津 市道 (福 野 )

63西 側

東 側 64市原 市道 85号繰 (石塚 )3

65西 側

東 側 65市原 市道 85号線 (菅野 )4

保育園では 32dB56西 側

東 側 58林道坂畑線 (保育園付近 )5

63北イ員ll

南側 63国道 4658(稲 ゥl重,)8
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交更後

ぞ 評価の結果

(ア )環境の保全が適甥 ,こ 図られているかどうかの検討結果

資本オ等運搬車間の走行億伴 う道路交通騒脅の影響

工事の実施に当たっては、
。特定の日時に工事用資材の搬入が集中しない資材搬入計画とする

こ資材等運搬車両の走行に当たつては市原市道 85号線及び君津市道沿道の集落

内を走行する際には特に低速度走行を行い、空ぶか し等をしないよう運転者に

対 し指導を徹底する

こ君津市の福野地区及び市原市の石塚地区は、資材等運搬車両の走行は一方通行

とし、車両の走行の安全性を確保するとともに沿道集落への騒音の影響の低減

を図る

。日曜、祝 日は、原則 として工事を行わない

。日曜、祝 日は、原則 として資材の搬入を行わない

。君津市の福野地区、市原市の菅野地区及び石塚地区の道路沿道の住宅の窓に防

音措置を講 じ、室内の音環境の保全を図る

などの措置を講ずることから、対象事業に係 る環境影響が低減されていると評価

する。

(イ )整合を図るべき基準と予測結果との比較の結果

資材等運搬車両の走行に伴 う騒音の影響

資材等運搬車両の走行に伴 う騒音レベルの予測結果は表 8-5.21に 示す とお

りである。予測地点 と、 5、 6では整合を図るべき基準を満足しているが、予測

地点 2、 3、 4では基準を超過 している。予測地点 2、 3、 4においては、道路

沿道の民家の窓に防音措置を講 じ室内騒音 レベルの低減を図ることから、資材等

運搬車両の走行に伴 う著 しい影響を及ぼすことはないものと評価する。

また、資材等運搬車両のピーク騒音レベルの予測結果は表 8-5.22に 示す とお

りであ り、最大値の場合は予測地点 1～ 4で整合を図るべき基準を超えている。

なお、 2番 目のピーク騒音 レベルでは地点 3、 4が整合を図るべき基準を超えて

いる。資材等運搬車両の走行に当たつては菅野集落及び福野集落内を走行する際

には特に低速度走行を行い、空ぶかし等をしないよう運転者に対し指導を徹底す

ること、予測地点 2、 3、 4に おいては、道路沿道の民家の窓に防音措置を講 じ

室内騒音 レベルの低減を図ることから、著 しい影響を及ぼすことはないものと評

価する。
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愛更後

表 8-5。 21 資材等運搬車両の走行に伴 う騒音 レベルの評価 の結果

注 1 帯は、昼間 ～22時 )。

2)道路交通騒音の現地調査結果は、表 8-5 5(085-9)に 示す とお りである。

表 8-5.22 資材等運搬車両の走行に伴 うピーク騒音 レベルの評価の結果

注 1)ピーク騒音レベルは廃葉物搬入車両走行時間帯の高い値から 3例 を示 した。

なお、地点 2、 3、 4は 2例 しか測定できなかつた。

2)予測値は民家、保育園での値である。

3)予測地点 3(石塚)は廃莱物搬入車両の走行ルー トでないため、調査時に廃棄物搬入車両が走行 していない

ので、予測地点 2の測定結果を参考に予測 した値を示す。

4)ピ ーク騒音の現地調査結果は、表 8-5 6(p8-5-12)に 示すとおりである。

6

整合 を図 るべき基準予測位置
予測騒音 レベル (LA91)

(dB)
予測地点

西 側

59東 側
1 林道 戸面蔵玉線

西 側

東 倒

63

62
2 君津市道 (福 野)

西 側

東 側 64

53
3 市原市道 85号線 (石 塚 )

西 側 65

東 側 65
4 市原市道 85号線 (菅 野 )

西 側 56

著 しい影響 を及ぼ さ

ない こと

(60dB以 下 (LAeq))

東 側 58
5 林道坂畑線 (保育園付近 )

北 側 63
70dB以 下

南 側 63
6 国道 465号 (稲 ヶ崎 )

予測地点

予測 ピー ク騒音 レベル

(LAmaメ)  (dB) 整合を図 るべ き基準 備  考

① ② ③

1 林適戸面蔵工線 81 78 75

著しい影響を及ぼさ

ないこと

(80dB以 下)

民家まで約 15m

2 君津市道 (福 野) 83 80 民家まで 3m

3 市原市道 85号線 (石塚 ) 87 84 民家まで lm

4 市原市道 85号線 (菅野 ) 83 82 民家まで約 10m

5 林道坂畑繰 (保育園付近 ) 64 63 63 保育園まで約 35m
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変更縫

ウ 予渤i逸 点

予涙1地点は、道路交通騒音の現地調査地点 (図 3-5 2参照)と とた
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変憂後

表 8-5。 24 予測 に用 い る交通量 (16時間交通量 )

入車両を除外 した台 を 示

台/H6時

一般交通量は

廃乗物搬入車両車 種 一般交通量予測地点 〈
ロ 計

′lヽ 型 42

100100大 型 0

142合 計 42 100

1
林道戸面

廠玉線

31小 型 31

54大型 4 50

8550合 計 35

2
君津 市道

(福 野 )

108小 型

100大 型

108

8

t00

103

216合計 116

３

一

五昼立難
線 (石 塚)

286小 型 286

41ら

13030

316

100

100

市原市道 85号

線 (菅野 )

大 型

合 計

4

117小 型 117

18 50大 型

50

68

185合 計 135

林道坂畑線

(保育園付

近 )

1,5411,541小 型

150 244大 型 94

1,7851,635 150

国道 465号

(稲 ヶ崎 )

合 計

6
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愛更後

労

表 8-5,25 廃棄物搬入車両の走行に伴 う騒音 レベルの予測結果

注)時間帯は、昼間 (6 -22

予測地点 予測位置
予測騒音 レベル (L^っ q)

(dB)
備  考

西 側 周辺民家では 45dB
1 林道戸面蔵玉線

東 側

西 側
2 君津市道 (福 野 )

東 側

57

57

西 倒 60
3 市原市道 B5号線 (百 塚 )

東 側 60

西 側 61
4 市原市道 85号線 (菅野 )

東 側 61

西イ貝ll 56 保育園では 32dB
5 林道坂畑線 (保育園付近 )

東 側 57

北 側 63
6 国道 465号 (稲 ヶ崎 )

63南側
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菫更後

表 8-5。 27 廃棄物搬入車両の走行に伴 う騒音に係 る整合を図るべき基準

表 8-5,28 廃乗物搬入車両の走行に伴 うピーク騒音に係 る整合 を図 るrミ き基準

予測地点 整合を図るべき基準 備  考

1 林道戸面蔵玉線

著 しい影響 を及 ば さな

いこと

(60 dB以 下 (Lhel))

環境 基本法 に基づ く騒 音 に係 る道 路

に面す る地域の環境基準 (A類型 、昼間 )

を参考

2 君津市道 (福 野 )

3 立風止道_亜_丘盗」顕彦弘

4 市原市道 85号線 (菅 野 )

氏

） 林道坂畑線 (保 育園付近 )

も 国遣 4もb号 (稲 ケ崎 ) 70 dB以 下 (LAeq)
環境基本法に基づ く騒音に係 る環境

基準 (特例の基準、昼間)を適用

予測地点 整合 を図るべ き基準 備  考

1 林道戸而蔵玉線

著 しい影 響 を及 ぼ さな

い こ と

(80dB以 下 (LAmax))

君津 市環境保全条例の特定建設作業

騒音に係る規制基準 (80dB)を 参考

2 君津市道 (福野 )

3 市原 市消 85号繰 (石 塚 )

4 市原市道 85号線 (菅 野 )

5 林道坂畑線 (保 育園付所 )
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菱霊繊

イ,評 F面 の結異

(ア )環境の保全が適辛っ刀に国 られているか どうかの検討繕異

廃棄物搬入車両の走行 に伴 う適路交通騒音の影響

事業の実施に当たっては、

。理立工程管理 をヽ検討 し、搬入車両が集中しないよ うに配慮する

。廃棄物搬入業者には、場外計量施設 (坂畑地区)に 来場す る時間を開場す る午

前 8時以降 とするよう指導を徹底す る

。国道での走行は、複数 での車両で連なっての走行 は しない

。道路の段差部は最徐行 し、静かに走行す る。特に空車で帰るときは十分に気 を

つける

。廃棄物搬入車両の走行 に当たつては菅野集落及び福野集落内を走行す る際には

特 に低速度走行 を行い、空ぶか し等をしないよう運転者に対 し指導を徹底す る

。日曜、祝 日は、廃棄物 の搬入を行わない

な どの措置 を講ず ることか ら、対象事業に係 る環境影響 が低減 されていると評価

す る。

(イ )整合を図るべき基準 と予測結果 との比較の結果

廃棄物搬入車両の走行 に伴 う騒音の影響

供用時 にお ける廃棄物搬 入車両の走行 に伴 う騒音 レベルの予測結果は表 8-

5.30に示す とお りで あ る。 予測地点 4を 除 いて整 合 を図 るべき基準 を満 足 して

い る。 予測 地点 4に お いて は 、道 路沿道 の民家の窓 に防 音措置 を講 じ室内騒音 レ

ベルの低減 を図 ることか ら、廃棄物搬入車両の走行 に伴 う著 しい影響 を及ぼす こ

とはないものと評価する。

なお、資材等運搬車両の走行に伴 うピーク騒音 レベルの予測では、廃棄物搬入

車両が走行する地点 (1,2,五 4,5)の うち、最大値の場合は予測地点 と,2,

ュ ^4で整合を図るべき基準を超えていることから、廃棄物搬入車両の走行に当

たつては菅野集落及び福野集落内を走行する際には特に低速度走行を行い、空ぶ

か し等をしないよう運転者に対 し指導を徹底することにより、整合を図るべき基

準を満足できるものと評価する。
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亜霊後

1

2

時

道

表 8-5.30 廃棄物搬入車両の走行に伴 う騒音レベルの評価の結果

予測騒音 レベル (LAoq)

闘帯は、昼 6時 ～22時 )。

路交通騒音の現地調査結果は、表 8-5 5(p.8-5-9)に 示 すとお りである。

整合 を図 るべき基準予測位置予測 H生 点

西 側

東 側
林遭戸面蔵玉線1

西 側 57

東 側 57
2 君津市道 (福 野 )

西 側 60

東 倒 60岨 吏重 ^曖麹 重́ 盈 ャ3

61西側

東 側 61市原市道 85号線 (菅野 )4

56西 側

著 しい影響 を及ぼ さ

ない こと

(60dB以 下 (LAcq))

東側 57
5 林道坂畑線 (保 育園付近 )

】ヒlttll 70dB以 下
南イ貫ll

63

63国道 465号 (稲 ケ崎 )も
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交霊繊

表 8-6.8 予測 に用 い る交通量 (12時 間交通量 )

注 1)一般交通量は、廃 を除外 した台 を示す。

2)資材等運搬車両の欄の小型車は工事関係者の通勤車両台数を示す。

3)交通量は、振動に係 る要請限度の昼間の時間帯に合わせ、7時～ 19時 (12時 間)の 交通量を示す。

合  計予測地 点 車 種 一般交通量 資材等運搬車両 廃棄物搬入車両

69小 型 39 30

大 型 0 50 50 100

169

1
林道 戸面

蔵玉線
合 計 39 80 50

小 型 30 15 45

50 204大 型 4 150

249

2
君津市道

(福 野 )

合 計 34 165 50

116小 型 101 15

258大 型 8 150 1003
市原市道 85号
線 (石塚 )

合 計 109 165 100 374

281小 型 251 30

大 型 28 300 4284 100

100 709

市原市道 85号
線 (菅野 )

合 計 279 330

小 型 106 30 136

25 67大 型 17 25

203

5

林道 坂畑線

(保育園付

近 ) 合 計 123 55 25

30 1,374/1ヽ 型 1,344

187大 型 87 50 506
国道 465号
(稲 ヶ崎 )

80 50 1,561合 計 1,431
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亜更後

表 8-6。 9 資材等運搬車両の走行に伴 う道路交通振動 レベルの予測結果

予測振動 レベル L

注 1)予測振動 レベルは25dB未満の場合は

2)― は、台数が少ないため、計算不能。

「く25」 とした。

時間帯 予 地点 1 予測地 2 地点 3 予測地点 4 地点 5 予 測 6

西 側 東 側 西イ良ll 東 側 西側 東 側 西 側 東 側 西側 東 側 】ヒ側 南側

7～ 8時 (25 (25 (25 く25 30  :  30

8～ 9時 (25 く25 く25 く25 26 26 33 33 く25 く25 30 30

9～ 10時 25 25 31 31 33 33 3Pヽ 37 く25 く25 34 34

lo～ 11時 25 25 31 31 33 33 37

38

(25

37 (25 く25 33 33

11～ 12時

12～ 13時

26 25 31 31 33 33 38

(25

(25 (25 33 33

25 25

13～ 14時 25 25 31 31 38 33 38 38 く25 く25 32 32

14～ 15時 25 25 31 31 33 33 38 38 く25 〈25 34 34

15～ 16時 く25 (25 27 27 30 30 35 36 〈25 (25 31 31

16～ 17時 (2昂 〈25 28 28 30 39 36 36 く25 (25 31 31

2317～ 18時 く25 (25 28 28 26 26 28

18～ 19時 く25 (25 〈25 く25
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愛霊後

イマ評価の結果

(ア )環境の保全が適 t刀 に図 られているか どうかの検討縮異

工事の実施 に当たつては、

・特定の 日時に工事用資材の搬入が集中 しない資材搬入計画 とする

。資材等運搬車両の走行に当たつては市原市道 85号線及び君津市道沿道の集落

内を走行す る際には特に低速度走行を行い、空ぶか し等を しないよ う運転者 に

対 し指導 を徹底する

。君津市の福野地区及び市原市の石塚地区は、資材等運搬車両の走行は一方通行

とし、車両の走行の安全性 を確保す るとともに沿道集落への振動の影響の低減

を図る

。日曜、祝 日は、原則 として資材 の搬入 を行わない

などの措置 を講ず ることか ら、対象事業に係 る乗境影響が低減 されていると評価

す る。

(イ )整合 を図 るべ き基準 と予測結果 との比較の結果

工事 中にお ける資材等運搬車両の走行 に伴 う道 路交通振動 レベル の予測結果

は表 8-6.13に示す とお りであ り、整合を図るべき基準 を満足 している。

また、資材等運搬車両の ピーク振動 レベルの予測結果は表 8-6.14に 示す とお

りであ り、整合 を図るべき基準を満足 している。

表 8-6.13 資材等運搬車両の走行に伴 う道路交通振動 レベルの評価結果

注 1 レベ ル を 示

2)予測振動 レベルが 25dB未満の場合は 「く25」 とした。

予測地点 予測振動 レベル 整合 を図るべき基準

1 林道戸面蔵玉線 26

2 君津市道 (福野 ) 31

3 市原市道 85号線 (石塚 ) 33

4 市原市道 85号線 (菅野 ) 38

5 林道坂畑線 (保育園付近 ) (25

著 しい影響を及ばさないこと

(55以 下 )

6 国道 465号 (稲 ヶ崎) 34
著 しい影響を及ぼさないこと

(65dB以 下)
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交更後

表 8-6 14 資材等運搬車両の走行に伴 うピーク振動 レベルの評価の結果

注)予測値は民家、保育園での値である。

予測地点
予測 ピー ク振動 レベル

(Lmax)  (dB)
整合 を図るべき基準 備  考

林道戸面蔵 玉線 45

著 しい影響 を及ば さ

ない こと

(75dB以 下)

民家 まで約 15m

2 君津市道 (福野) 54 民家まで 3m

3 市原 市道 85号線 (石 塚 )
57 民家まで lm

4 市原市道 85号線 (菅野 )
43 民家まで約 10Fn

5 林道坂畑線 (保育園付近 )
43 保育園まで約 35約ュ
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菱霙後

ウ,予劇蒐点

二興聖′ミiユ 、ユ整諏登上点と口ほ
=l ri
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変麗後

表 8-6.15 予測に用いる交通量 (12時 間交通量 )

台/12時

注 1)一般交通量は、廃秦物搬入車両を除外した台数を示す。

2)交 通量は、振動に係る要請限度の昼間の時間帯に合わせ、7日寺～19時 (12時間)の 交通量

を示す。

合  計車 種 一般交通量 廃棄物搬入車両予測地点

39小 型 39

100大 型 100

100 139合 計

0

39

1
林道戸面

蔵玉線

30 30/1ヽ 型

50 54大 型 4

84合 計 34 50

2
君津市道

(福野)

101小 型 101

108大 型 B 100

100 209合 計 109

3
線 (石 塚 )

市原市 85号

251小 型 251

11∩ 12β大 型 2息

379合 計 279 100

４

｛

市原市道 85号

線 (昔 野)

小 型 106 106

67大 型 17 50

123 50 173

林漕坂畑線

(保 育園付

近 ) 合 計

5

1,344小 型 1)344

150 237大 型 87

1,581合 計 1,431 150

6
国道 465号

(稲 ヶ崎 )
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菫重後

表 8-6.16 廃棄物搬入車両の走行に伴 う道路交通振動 レベルの予測結果

注 1)予測振動 レベルは25dB未 満の場合は 「(25」 とした。

2)― は、台数が少ないため、計算不能。

時間帯

予測振動 レベル (L10)(dB)
予測地点 1 予測地点 2 予涙1地点 3 予測地点 4 予測地点 5 予測地点 6

西 側 東 側 西側 東 側 西 側 東脚I 西 側 東 側 西 側 東イ貴l 1ヒイ則 南 側

7～ 8時
(25

く25 く25 〈25 (25 29 29

8～ 9時 く25 く25 (25 (25 (25 27 27 く25

〈25

(25 31 31

9～ 10時 25 25 〈25 〈25 2_l 29 32 32 〈25 35 35

10～ 11時 25 25 (25 〈25 28 28 32 32 (25 (25 34 34

11～ 12時 26 25 〈25 (25 29 29 33 33 (25 く25 28 28

12～ 13時 33 33

13～ 14時 25 25 〈25 〈25 29 29 33 33 (25 く25 33 33

14～ 15時 25 25 く25 く25 27 27 34 3整 く25 〈25 35 35

15～ 16時 (25 (25 く25 (25 25 25 30 30 く25 く25 32 32

16～ 17時 く25 く25 (25 く25 く25 、25 31 3生 く25  : く25 32 32

17～ 18時 く25 く25 (25 く25 27 27

〈2518～ 19時 く25 く25 く25
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整合 を図るべ き基準 備  考

1 林道戸面蔵玉線

著 しい影響 を及ぼ さない こと

(55 dB以 下 )

振動を感覚 し始める程度の振動

レベル (振動感覚閾値)を 参考

2 君津市道 (福 野)

市原市摘 85号 線 (石 塚 )

4 市原市道 85号線 (菅野 )

5 林道坂畑線 (保育園付近 )

6 国道 465号 (稲 ヶ崎 )

著 しい影響 を及ぼ さない こと

(65 dB以 下 )

振動規制法に よる道路交通振動

の要請 限度 (第 1種区域 の基

準 、昼間の値 )を参考

菱更後

表 8-6。 17 廃棄物搬入車両の走行に伴 う振動に係 る整合 を図るべき基準

注)振動感覚閾値の参考文献 :「 新 。公害防止の技術と法規 2014

技術と法規編集委員会)

騒音 。振動編」 (2014年  公害の防止の

表 8-6.18 廃棄物 l般 入車両の走行に伴 うピーク振動 に係 る整合を図るべき基準

予測地点 整合 を図るrミ き基準 備  考

1 林道戸面蔵玉線

著 しい影響 を及ば さない こと

(75dB以 下 )

君津市環境保全条例の特定建

設 作 業 振 動 に 係 る規 制 基 準

(75dB)を 参考

2 君津市道 (福 野 )

3 甑       盈

4 市原市道 85号線 (菅 野 )

林道坂畑線 (保 育園付近 )5
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愛霊後

イ,評 l面 の結果

(ア )環境の保全が適切に図 られているか どうかの検討結異

事業の実施 に当たつては、

。埋立工程管理を検討 し、搬入車両が集 中 しないよ うに配慮する

。廃棄物搬入業者には、場外計量施設 (坂 畑地区)に 来場す る時間を開場す る午

前 8時以降 とするよう指導を徹底す る

。国道での走行は、複数での車両で連 なっての走行は しない

。道路の段差部は最公行 し、静かに走行す る、特に空草で帰るときは段差部を通

過す る際に荷台が眺ね上がるので十分に気をつける

。廃棄物搬入車両の走行 に当たつては菅野集落及び福野集落内を走行す る際には

特に低速度走行を行い、空ぶか し等 を しないよう運転者に対 し指導 を徹底す る

。日曜、祝 日は、廃棄物 の搬入 を行わない

な どの措置 を講ずることか ら、対象事業に係 る環境影響が低減 されていると評価

す る。

(イ )整合 を図るべき基準 と予測結果 との比較の結果

供用 時 にお ける廃棄物搬入車両の走行 に伴 う振 動 レベル の予測結 果は表 8-

6.19に 示す とお りであ り、整合を図るべき基準を満足 している。

また、廃棄物搬入車両の ピー ク振動 レベルの予測結果は表 8-6.20に示す とお

りであ り、整合を図るべ き基準を満足 している。

表 8-6.19 廃棄物搬入車両の走行に伴 う振動 レベルの評価結果

dB)

レベルは最 値を示す。
測振動 レベルが 25dB未 満の場合は 「(25」 とした。

注 1

2

予

予

予測地点
予測振動 レベル

(L10)
整合 を図るべき基準

1 林道戸面蔵玉線 26

2 君津市道 (福野) く25

3 市原市道 35号線 (石 塚 ) 29

4 市原市道 85号線 (菅 野 )

３ ４

一

5 林道坂畑線 (保 育園付近 ) (25

著 しい影響を及ぼさないこと

(55以 下)

6 国道 465号 (稲 ヶ崎 ) 35
著 しい影響を及ぼさないこと

(65 dB以 下)
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愛更後

表8-6。 20 廃棄物搬入車両の走行に伴 うピーク振動レベルの評価の結果

1)予洟l は民 で の である。

2)ピーク振動の現地調査結果は、表8-6.5(p.8-6-5)に 示すとおりである。

3,予 測地点 3′ユ、廃葉物搬入車両が走行 していないので 子測地点 2の 測定結果 を 考 4こ 予 f日 |し た

備  考
予演Iピー ク振動 レベ ル

(L前ぷ)(dB)
整合 を図るべき基率予測地点

民家まで約 15m451 林道戸面蔵玉線

民家まで 3m542 君津市道 (福野 )

民家_主至_■坐57市原 市道 85号線 (石 塚 )

民家まで約 10m434 市原吏道 e蜀 量′線 上管垂)_
録育園まで約 35m43

著 しい影響を及ばさ

ないこと

(75dB以 下)

5 林道坂畑線 (保育園付近)
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愛夏後

表-1(2)施 工時における資材等運搬車両等の交通量

予測地点3(市原市遭35号 線 :石塚 )

|    )lf

時間帯
一般交通量 F,材等速搬車両 廃栞物搬入車両 全体

川ヽ 型 大 型 合 計 ′1、型 大 型 ハ
=十 ′卜型 大型 合計 小型 大

“

l △
=ト

6- 7 0

つ4 0

7 0

建

13´ψ14 13 0 24

15-16 8

0

I 1

1

21-22

0 0 0

O

O-1 2 2

l^‐ 2 0 0 0

0 0 0 0

4-5 O 0 0 O

5-6

合 計 III 8 119 15 t00 t26 墨 処

予測地点4(市原市道85号綜 :菅野 )

時間帯
一般交通 EL 資材等運搬寧両 廃葉物l疑入菫両

′l、
',l

大 型 合 計 ′lヽ狙 l 大■l 合 計 小型 大型 合計 ′lマ型 大型 合計

6～ 7 12 0 0 0 tS

7´ψ 8 49 I 50 15 15 64 65

8´‐ 9 19 2 21 12 12 19

と ll L 虹

10-11 48 48 ll) 16 10

11～ 12 17 1 亜 亜 翌

12～ 13 21 0 0 21

:3-14 17 4 48 17 l,H 臣

生 盟 0 t0 24

lら a l息 S こ 15 五 0ヽ

16-17 32 24 24 0 66

17～ 18 23 10 10 0 3 3(,

18～ 19 15 0 5 0 2■

19´日20 10 0 10 0 0 0 0 10 0 10

20-21 7 O 0 0 0 7 1

21-22 6 6 0 0 0 0 0 6

0 O

23‐‐0 0 0 1

0-1
1 O 1 0 O 0 0 0 I

2‐‐3 0 0 0

3～ 4 0 0 O 0 0

O 0

5´Ч6 0 0 3

合 計 k90 Ш 323 753

※T般交通量の変更は誤記の修正である。
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交更後

表-2(2)供用時における廃棄物搬入車両の交通量

予剤触 点3(市原市 嗜 R3暑 籍 :石塚 )

廃 乗物搬 入車 両 全 体一般 交 通量

九里 合 計

`|ヽ

型 大型 飢 小 却」、型 型 合計
時 PRl帯

2 0 22 0 0 06～ 7 2 0

2■24 O24 0 0 07～ 8 坐 皇

134 9 10 ⊇ 08～ 9 α

1登 230 ro ■62 79ん 10

16 21亜 重010～ 11

3 18 2610 0 量 亜11～ 12 8 2

20 9 2 00 012～ 13 2

18 290 16 重 旦11 2 旦13～ 14

16 墾2 0 16二 0k4～ 1う

２

一

１０ 9 1911 0 8

亜

一
３
一

一
10 115～ 16

19S ll 80 11 0 8国 〔1

110 0 10 1
1 11 017～ 18 10

9 40 0 0 44 0 418-19
00 O19～ 29 と 0 と 0

10

1

1 αと 0 ll20～ 21 と 包

30 3 0O 3 0 921-22 3

0 00 0 0 コ0 0 022～ 23

し 9 1り23～じ

2 0 22 0 0 02 00-l
O 0 00 0 0 ⊇0 0H～ 2

09 0 00 9 9 02～ 3 O

09 0 09 0 0 03^‐ 4 0

0 00 0 0 00 0 α1-5
0 ０

一
0 0 ll 00 0 05～ 6

108 処0 100 100 111111 8 鯉飢

77



菱更後

予測 1也 魚 4(市 原市通 85号線 :首 蜀 )

※ 一般 交通量の変更は誤記 の修正である。

表-2(2)供 用時における廃乗物搬入車両の交通量

(単位 :台 /時 )

)ll

時間帯
一般交通量 資材等運搬車両 全 体

小型 大 型 合計 /1ヽ型 大型 合計 小型 大型 合計

6- 7 12 13 0 0 0 12 1 13

7～ 8 49 1 50 0 0 0 49 1 50

8～ 9 19 2 21 0 と 芸 19 6 25

9´‐10 11 3 11 0 16 16 11 19 30

10-11 10 13 0 16 16 10 19 29

11-12 17 1 塁 0 16 15 17 17 34

12-13 19 乞 21 0 0 0 19 21

13´ヤ14 17 4 21 0 15 16 17 20 望

14-15 24 3 27 0 lo 16 24 t9 43

15′～16 15 18 0 3 8 15 11 26

16-17 32 2 34 0 S 8 32 型 42

17-18 23 3 _'6 0 0 0 23 26

18～ 19 15 16 0 0 0 15 1 16

19-20 10 0 10 0 0 0 10 0 10

20々‐21 7 I 8 0 0 0 7 1 8

21～ 22 G 0 6 0 0 0 6 0 6

22-23 1 0 1 0 0 0 1 0 l

23´ヤ0 1 0 1 0 0 0 1 0 1

0-1 1 0 1 0 0 0 1 0 1

1-2 1 0 1 0 0 0 1 0 1

2～ 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0

3-4 0 0 0 0 0 0 0 0 0

4-5 0 0 0 0 0 0 0 0 0

5-6 3 0 3 0 0 0 3 0 3

合計 293 30 塑 0 理 100 293 型 423
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愛更後

(4)施工時における資材等運搬車両等の交通量

表-4(1)施 工時における資材等達搬車両等の交通量

予測地点 3(市 原市道85号線 :石塚)

(単位 :

時間椿
一般交通獣

l査
|オ等運搬車両 ,

全体

′lヽ 型 大型 合計 小型 大型 合計 小型 大 型 合計 小型 大 型 合 計

6´ψ7 2 0

7´‐8 21
21

S-9 O 0

2 0 16 5 亙

10～ 11 24 0 5 迎

1〔 ～ 12 24

0 O 0 2

辺

14´‐15 24 24 0 2

lも ～ 17 12 S ,0

IO

18´‐19 4

20´‐21
1

21´ウ22

合 計 108 15 150 00 123 全う8
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変更後

表-4(2)施 工時における資材等運搬車両等の交通量

予測地点 4(市原市遭85号 線 :菅野 )

時間需
一般交通蚤 オ等煙 lttr壺面 ′軽蓬物 騰 入車両 全体

′[ヽ 型 大型 合計 ′
lヽ 型 大型 合計 小 型 大型 合計 小型 大型 合計

6-7 12 0 0 0 0 12

50 tう tS 64

2 21 0 t2 12 19 迅

10-11 tO 3 13 10 61

I 48 l, 壼 壺 盟

12～ 13 19 2 0 2 21

13‐‐14 17 48 48 l】ぶ

14～ 15 27 0 48 48 tl, 24

15～ 16 1う おう

32 2 34 24 a2 塾 〕D

17～ 18 26 10 10 0 33

18′～19 15 1 20 2t

20い‐21 7 8 0 0 0 O 0 7

6

合 計 286 30 316 300 330 316 7ゎ

メ

・タ
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甕霙後

(資本rtt p資 5-20)

く惨

'鉄
濡 嬌 1導 ぬ I了 ◇ 凝 黒 ギ′ノ】版 ハ 畢 IЩ tt υプス 題 量

表-5(1)供用時における廃素物搬入車両等の交通鼻

予 測鋭 点 R`市 原 市 楢 8 汗¬盪 】

予測地点4(市原市遭85号線 :奮露 )

台/時 )

令 休奮赫 こ 置 搬 立 両一般支通 曇

合計小 型 型′
!ヽ 型 △ 型 飢△型 合 _1

鑑
理

0 20 こ 20 2 O6～ 〒
240 24 924 0 021 07-3
139 ■

18 23
l fi こ7 α9-10

2116 亜う Q 16010～ H
26S 180 量 亜型11-12 8

0 20 0 20 堡 O12-‐ !3
型16 Xl 1813 ll 16ll13‐ 11
182 160 10011～ 15 2

9 世8 S 101 11 α15～ 16 10

1911 8011 0 里16～ 17
1110 と0

8

α

8

l'1 111王
⌒ヤ18 10

生9 4 0こ 0 0± α18～ 19

I9 1 O0 01 0 119-20
0 10 O 10 020-21 l

ユ0 0a 0 α] 02モ ～22
2(6I OFヽ 1080 109 1008 t16今ヨ:

108

全体資材等運搬車両一般交通量
合計小型 大型′

1ヽ 型 大型 合計/卜型 大 型 合計
時間帯

1 130 0 121 13 06-7 12

500 49 150 0 049 17～ 8

6 25O 4 4 192 Σl8々
‐9 19

80t6 11 迎14 0 壼11 39^‐ 10

19 29重 16 103 13 01(l-11 10

,3416 17 1718 0 亜17 111-12
2 210 0 0 192 2112´‐13 19

3716 17 2021 0 1617 413^ヤ 14

19 並重 亜 Z43 27 014-15 24

壺こ 15 旦18 O 旦13 315-16
10 428 8 322 34 016-17 32

260 23 326 0 023 317～ 18

1 160 0 1馬
1 16 018 ～19 15

100 10 00 010 9 1019-20
80 0 7 18 020々ヤ21 7 1

66 00 0 00 621-22 6

116100 100 286 139316 0286 30合計
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愛麗後

(鬱 )施重蒔における資材等運搬車両籍の交通量

表-3(1)施 工時における資材等運搬車両等の交通量

予測地点3(市原市道85号線 :石塚)

″

一般交通登 資材等運搬車両 廃棄物搬入車両 全体
時間帯

小型 大型 合計 大41 小型 大型 合計小型 大型 合計 小型 合計

7～ 8 0 2424 0 24 0 0 0 0 0 0 24

8～ 9 9 0 9 0 6 6 0 1 4 9 10 堂

9～ 10 2 7 盟 虹0 24 24 0 通 蛭

10～ ■ 40 450 5 0 24 24 0 16 重 5

■～12 8 2 10 0 24 2玉 0 la la 8 ± 型

k2～ 13 2 0 2 0 2 0 20 0 0 0 0

13～ 14 11 う3こと 2 13 0 24 24 0 こ tl

14～ 15 2 0 2 0 24 24 0 la こ 2 型 12

15～ 16 10 1 10 之1 3111 0 12 12 0 も

16～ 17 29 3111 0 11 0 12 12 0 3 3 11

17～ 18 19 1 11 10 0 10 0 0 0 20 1 21

18～ 19 4 9 0 90 4 0 5 0 0 0

374合計 101 8 109 15 150 165 0 100 赳 ■6 裂
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菫霊後

予測地点4(市原市遭85号線 :曹野)

全体廃案物搬入車両資材学運搬車両一般交通星
合計小型 大型合計 小型 大型 合計合計 小型 大型

時間帯
小型 大型

6564 l0 0 050 15 0 157～ 8 49 1

19 は
一12 12 02 21 08～ 9 19

〕
‐

墨辿 ll48 48 03 14 09～ 10 11

6T0 16 16 100 48 4810 3 1310～ ■
3217 堕48 0 .FJ 1618 0 4817 111～ 12

2119 20 0 021 0 012～ 13 19 2

G3
「堕

tC 1748 48 G 量4 2113～ 11 lγ

延 旦16 16 240 48 48 03 2714～ 15 24

臣 型0 S も 150 24 2415 3 1815～ 16

32 34 6624 0 8 B34 0 2432 216～ 17

3633 310 0 0 026 10 017～ 18 23 3

210 00 0
| IS18～ 19 15

1

処 豊(Or′ 101300 830 028 279 30合計 251

(判立
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